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周波数制御機能について
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2本日のご議論

◼ 東京中部間連系設備(以下、FC)は90万kWを増容量させるため、佐久間・東清水地点に新たな
FC(以下、新FC)を増設することが「東京中部間連系設備に係る広域系統整備計画」で決定され、
2027年度末を目指し、現在変換所や送電線等の建設・増強工事が進められている。

◼ 運用開始以降は、FCの容量が「210万kW」から「300万kW」に拡大される。

◼ 今回は、新FCに実装する周波数制御機能について、ご議論いただきたい。

論点①：周波数低下時の緊急融通制御（EPPS）の実装について

論点②：周波数上昇時の緊急融通制御（OFC）の実装について

論点③：周波数制御機能の使用開始時期について



3（参考）東京中部間連系設備に係る広域系統整備計画

出所）第13回広域系統整備委員会 資料2



4（参考）東京中部間連系設備に係る広域系統整備計画

出所）第13回広域系統整備委員会 資料2



5目 次

１．新FCに実装する周波数制御機能について

論点①：周波数低下時の緊急融通制御（EPPS）の実装について

論点②：周波数上昇時の緊急融通制御（OFC）の実装について

２．新FCに実装する周波数制御機能の使用開始時期について

論点③：周波数制御機能の使用開始時期について



6現在のEPPS設定量

◼ 現在、FCのマージンは、電源脱落等により周波数低下が発生した故障側エリアに対して健全側エリ
アから送電するためのEPPS設定量が確保されている。EPPS設定量は、新信濃FC・佐久間FC・東
清水FCの中から60万kWを設定している。

◼ また飛騨信濃FCは、第47回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会の通り、FCのマージン
とは別に、空容量の範囲内でEPPS制御量を算定して動作する機能を有している。

60Hz系統

東清水FC 30万kW

佐久間FC 30万kW

新信濃FC 60万kW

飛騨信濃FC 90万kW

50Hz系統

EPPS設定量 60万kW

空容量の範囲内で設定



7（参考）FCのマージンの設定の考え方と確保理由

出所）2022年度 第3回マージン検討会 資料1



8（参考）EPPS機能に期待する内容について（これまでの議論状況）

出所）2016年度 第7回調整力等に関する委員会 資料４



9（参考）FCのマージンの設定の考え方と確保理由

◼ 飛騨信濃FCの運用開始に伴うFCのマージン量について、第47回調整力及び需給バランス評価等
に関する委員会において、60万kW固定として確保し、飛騨信濃FC運用開始以前と変わらず周波
数制御(EPPS)に対応したマージンを60万kW確保すると整理されている。

出所）第47回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料3



10（参考）飛騨信濃FCに実装されているEPPS機能

出所）第47回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料3



11飛騨信濃FCにおけるEPPS制御量の不足状況

◼ 飛騨信濃FCには、予めEPPS設定値を固定として設定するのではなく、時々刻々と変化する系統容
量に応じて、故障側エリアと健全側エリアとの周波数偏差が逆転しない量をEPPS制御量として算出
する方式である。

◼ 一方、飛騨信濃FCの融通量も変化するため、空容量は時々刻々と変化する。その結果、飛騨信
濃FCの空容量がEPPS制御量を下回っている時間も発生する。この場合、飛騨信濃FCのEPPS動
作量は、EPPS制御量より減少する。

飛騨信濃FCのEPPS制御量に対して空容量が不足していた量（2022年度）

50Hz向け 60Hz向け

空容量不足：年間約26% 空容量不足：年間約4%



12論点①：新FCに実装するEPPS機能

◼ 新FCは、現在検討中であるものの、飛騨信濃FCと同様に広域需給調整への活用が想定される。
新FCにも、空容量が発生する時間帯があると考えられる。

◼ そのため、飛騨信濃FCの空容量不足で期待できないEPPS制御量は、新FCの空容量の範囲内で
追加発動できるようにしてはどうか。

：EPPS動作量

：制御可能量に対する
未制御分

現在融通電力

計画潮流

新FC動作量制限

計画潮流

飛騨信濃FC動作量制限

【飛騨信濃FC】

設備容量
60Hz向け900MW

【新FC】※

※追加発動する順番はあらかじめ設定しておく

融通電力0MW

60Hz向け300MW
1サイト分だけを記載



13論点①：レジリエンス強化を指向した新EPPS機能について

◼ 現在のEPPS制御は，健全側エリアと故障側エリアの周波数偏差が逆転しない範囲で動作する。周
波数擾乱時に周波数維持効果はあるものの、ブラックアウトに至るリスクがあるような周波数の大擾
乱に対してはEPPS制御量が不足する懸念がある。

◼ このため、FC増設に伴い、空容量の増加も期待できることから、EPPS制御量を増加させる方法につ
いて検討した。具体的には、健全側エリアの周波数低下が故障側エリアの周波数低下を上回るこ
とを許容した上で、故障側エリアの周波数を回復させるような新EPPS機能を検討した。

◼ 新FCには、レジリエンス向上の観点から、新EPPS機能を実装することとしてはどうか。

周波数偏差が逆転しない
ように制御する

融通前の
周波数

電源脱落時の
周波数

融通後の
周波数変化量

融通後の
周波数変化量

周波数偏差が
逆転することも許容して
故障側エリアの周波数を
回復させる

健全側エリア

故障側エリア

飛騨信濃FCに実装されてるEPPS機能 今回提案の新EPPS機能

融通前の
周波数

電源脱落時の
周波数

融通後の
周波数変化量

融通後の
周波数変化量

健全側エリア

故障側エリア



14論点①：レジリエンス強化を指向した新EPPS機能について

◼ 新EPPS機能は、現在のEPPS制御が動作しても周波数が回復しないような大擾乱時に起動するも
のとして、現在のEPPS制御動作後に起動するようにしてはどうか。新FCに新EPPSを動作させる順位
を事前に決めておき、空容量の範囲内で順位とおりに動作するものとする。

◼ 新EPPS機能の起動周波数等は今後決定する。

60Hz向け
300MW

現在融通電力

計画潮流

：EPPS動作量

：新EPPSの動作量

新FC3動作量制限

：制御可能量に対する
未制御分

現在融通電力

計画潮流

新FC2動作量制限

現在融通電力

計画潮流

新FC1動作量制限

計画潮流

飛騨信濃FC動作量制限

50Hz向け
300MW

【飛騨信濃FC】

60Hz向け900MW

【新FC1】

【新FC2】

【新FC3】



15（参考）EPPS動作後の対応

出所）第47回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料3



16（参考）EPPS制御の概要

EPPS 動作量 対象FC EPPS動作量
確保方法

起動周波数

固定EPPS 60万kW 新信濃1,2FC
佐久間FC
東清水2FC

マージン 50Hz側：49.6Hz
60Hz側：59.6Hz

可変EPPS 周波数偏差が逆転しない範囲で算出 飛騨信濃FC
不足時は新FC

空容量 50Hz側：49.6Hz
60Hz側：59.6Hz

新EPPS 周波数回復量を目標に算出 新FC 空容量 検討中
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18論点②：新FCへの周波数上昇時の緊急融通制御の実装について

◼ 今まで、FCには、周波数低下時に健全側エリアから緊急応援融通を行うEPPS機能を実装して、電
源脱落等による停電回避対策を実施してきた。

◼ 一方、需要脱落などの系統擾乱によっては、系統周波数が上昇する事象が発生することも考えられる。
そのため、周波数上昇側の対策として、周波数上昇時の緊急融通制御(以下、OFC機能)について
検討した。具体的には、周波数上昇側エリアから健全側エリアに対して、空容量がある場合に融通
電力を流して、周波数上昇を抑制させる。

◼ 新FCには、OFC機能を実装することとしてはどうか。なお、OFC機能の起動周波数等は今後決定する。

故障側
エリア

健全側
エリア

Ｇ

Ｇ

L

Ｇ

Ｇ

L

故障側
エリア

健全側
エリア

Ｇ

Ｇ
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Ｇ

Ｇ
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FC
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事故発生
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故障側エリア

健全側エリア
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20システム構成イメージ

◼ 新FCの周波数制御機能は、他FCの状態や融通量などの情報を必要とする。

◼ そのため、中給システムに実装されているFC配分機能で制御量を演算し、各FCに送信するシステム
構成とする。

FC配分機能

①制御量演算
一定周期(1分程度)に系統容量,系統定数等か
ら50Hz・60Hz向きEPPS,OFC制御量を算出する
②配分計算
同様の周期で配分優先順位整定に基づきFC空
容量に応じて，FC毎に制御量を配分する

EPPS・OFC
演算機能

中部基幹給or中給

電発制御所

新佐久間周波数変換所

東清水変電所

FC制御装置 I/F盤

中給システム

監視制御
機能

伝送路

装置

電気所
・給制

FC空容量
50Hz・60Hz系統容量
既設FC 1~3段EPPS制御量
既設FC EPPS使用/ロック

整定値：系統定数,周波数変化許容幅
配分優先順位

③制御量送信
各社給電制御所経由で
FCに制御量送信。

④制御量更新
EPPS・OFC制御量を受信する。

⑤EPPS・OFC起動判定
FC端周波数の起動条件成立により，
事前に設定された制御量を融通する。

FC配分計算
（5分値）

1号FC
制御装置

I/F盤

3号FC
制御装置

I/F盤

監視
制御
装置

監視制御
装置

監視
制御
装置

東京中給



21論点③：新FCの周波数制御機能の使用開始時期

◼ 新FCの周波数制御機能を実現するためには、現中給システムに実装されているFC配分機能の改
造が必要となる。

◼ しかし、中給システムは2020年代後半に次期中給システムへ更新する予定である。そのため、新FC
の周波数制御機能の使用開始時期は、次期中給システムの運用開始時期に合わせてはどうか。

出所）第33回需給調整市場小委 資料４



22（参考）次期中給システムのシステム構成イメージ

出所）第33回需給調整市場検討小委 資料4



23まとめ

◼ 2027年度末に運用開始する新FCについて、論点①②のとおり周波数制御機能を実装してはどうか。

論点①：周波数低下時の緊急融通制御（EPPS）の実装について
➢ 飛騨信濃FCの空容量不足で期待できないEPPS制御量は、新FCに追加発動できるようにしてはどうか。
➢ 健全側エリアの周波数低下が故障側エリアの周波数低下を上回ることを許容した上で、故障側エリアの周波

数を回復させるような新EPPS機能を実装してはどうか。

論点②：周波数上昇時の緊急融通制御（OFC）の実装について
➢ 周波数上昇側エリアから健全側エリアに対して、空容量の範囲で融通電力を流して、周波数上昇を抑制さ

せてはどうか。

◼ 新FCの周波数制御機能の使用開始時期についても検討した。

論点③：周波数制御機能の使用開始時期について
➢ 次期中給システムの運用開始時期に合わせることとしてはどうか。


